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Abstract

　Color　CiiscrlmiRation　proρertles　decrease 　wi重h　aging ．　However ，　it　is　not　cleat 　whether 　it　is　connected 　with 　color

image．丁here「ore ，　the　IOO　hue　test　was 　done　to　clarify　theactual　condition 　of　colorperception 　caused 　by　aging　and

the　experiment 　by　the　semantic 　differential　method 　was 　done　to　catch 　psychotogical　effects 、　Subiects　were 　20

elderly 　persons　and 　 20　young　 persons．　 Eight　types　of　lighting　conditions 　 and 　 14colors 　were 　 used 　for　the

experimenti

As 　a　result，　the　color 　images 　of　the　elderly 　were 　differe冂t　from　young　persons
’．　Especially

，
　the　elderly 　and 　young

persons　differed　in　the　image　for　an 　achromatic 　color ．　lt　was 　suggested 　that　they　did　not 　differ　in　the　images　for

¢ hromattc　colors 　with　high　value 　and 　the　cQndition 　ot　color　discrimination　influenced　the　evaluation 　of　colors．

Keyword ：the　eldedy ，　color 　discrirn［na 望ion，　color　image，　semantlc 　differential　method ，100　hue　test

要　旨

　色彩の見 え方が加齢 とともに変化ずることはわか っ ているが、それによ っ て色彩の印象も変化して い るのかは明

らか で はな い。そ こ で 、本研究 で は照 明条件を変化 さぜ、高齢者 の 邑彩イメージにつ い て着齢者との比較から検討

を行 っ た 。 まず、高齢者20 名 （平均年齢ア3，5歳）、若齢者20 名に対 し、100hue 　testを行い 、色識別能力を調

ぺ た。続い て、照明条件 8条件に つ い て SD 法 による色彩 の印象評価を 哇4色票 に対 して行 っ た 。 その結果、高齢者

と若齢者で は色彩 イメ ージ に差が み られ 、特に無彩色 で そ の差が大ぎ い こ と が明らかとな っ た。また明度 の 高い 有

彩色は比較的イメ
ー

ジの差が少ないこと、さ らには、色識別性が色彩の評価に影響 して い る こ とが示唆された。

キーワー ド ：高齢者、色識別、色彩イメージ、SD 法、100hueテ ス ト
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1，はじめに

　高齢者の 色覚特性につ い て は様々な研究
1〕−6，

が な

されて お り、高齢者の 視覚の 状態は、年齢 ととも に

水 晶体の濁りと黄 変化が進む こ とに より、短波長域

の光の透過率が減少することが明らかとな っ て い る。

しか し、色順応や色の恒常性から色の見 え方は若齢

者と高齢者で は基本的には同じで あ り、異なる点 とし

て高齢者には彩度が若干 低 く見 えて い る こ と が報告

されて いる。

　また、年齢とともに色識別能力が劣 っ て くる こ とが

報告
7）− 9）

さ れ て お り、色彩に対す る感 度が低下 して

い る ことがわかる 。 こ の ように、高齢にな ると色彩

に対 する感度 が低下 し、色の見 え方が若干 変化する

こ とはわか っ て い るが、それ らが色 彩の印象 と関わ っ

ているの かは明 らかで はない 。 さらには、照明条件

を変化させた場合の色のイメ
ー

ジにつ いて高齢者を対

象 に した 研究は 少な い 。そ の た め 、高齢者を対 象と

した建築物の色彩設計では、高齢者の色彩イメ
ージに

関する資料が不足 して い る の が現状で ある。

　さ らに、日本色彩研究所が行 っ て いる嗜好色調査
1D ）

に よ ると、若齢者と高齢者で は嗜好色 に違い がみ ら

れ、特に高齢者は嗜好色が特定の 色に集中す る こ と

がな い こと や若齢者は赤 ・黄色 ・緑 ・青の 心理 四 原

色を好むのに対 し、高齢者は中間色相である レ ッ ドパ

ープル系を最も好む と い う結果が得 られ て いる。し

か し、色彩の好みが、その世代の特徴であるの か色

覚の 変化 による も の で あ るの か は明 らか で はな い 。

い ずれ に して も 、高齢に な る と色彩の 好み に違 い が

み られる ことか ら、色彩の好みとイメージが強く関連

するとすれば、高齢になると色彩に対するイメ
ージ に

も違い がみ られる と考え られる。さ らに、年齢 とと

もに色識別能力が劣っ てくるこ とは明らか で あ り、色

彩の イメ
ー

ジ の違い が識別能力と関係 して い る可能性

があ る 。

　 そこで 、本研究 は、高齢社会にお ける室内色彩計

画 の ため の 基礎資料を得るための 初段階として 色識別

能力が色彩の イメ ージ に影響して い る の かを検討する

こ とを 目的と し、高 齢者お よび若 齢者に対す る色識

別能力を判定する テ ス トおよび室内の 照度 と光源の光

色を変化させ た場合の色彩印象評価実験を行 っ た e

　実験 室は前室と実験用ブース か らな り、実験 用ブ

ース は間口 1．8m 、奥行き 24m 、高さ2、］m で 、天井

面 には、調光可能な蛍光灯用照明器具 12台を設置 し

た （図1）e 前室の光源は白熱電球である 。 実験用ブー

ス内の色彩 は色票 の 評価に影響が少 な い 無 彩色 また

は彩度の低い色彩を主 とし、壁面 をN9 ．5 の塩化ビニ

ー
ルク ロ ス、床面 をN5 の カーペ ッ トと し、室 内には

2．5Y8f1 の机を設置 した。

　照明条件は、光源と して 3波長域発光形蛍光ランプ

を使用 し、表 1に示 すよ うな
一般的に住宅で使用され

て い る 光色 3種類 （電球色 昼 白色屋 光色）を選択 した。

机 上 面 上 に 入 射す る光の 色温度は 電 球 色 の場 合

2800K 、昼 白色 の 場合 4450K 、昼 光色 の 場合

5600K であ っ た 。 また、机上面照度と しては、まず

安
1D

らの実態調査で居 間の夜間における平 均照度は

約 1321x であるこ とがわか っ てい る こ とか ら、実際

の 住宅居 間の 夜間の平均照度に近い 1501xをとりあ

げた。また、JIS　Z　8723 表面色の視感比較方法で示

さ れ て い る よ う に 色の 比 較 に は 作業面 の 照 度 は

］000 〜40001x必要 である e そこで、色の比較の た

め に最低限必要とされる 明るさ で ある ］0001xをとり

あげた 。 さ ら に、JIS　Z　9 ］10 の 住宅 の 照度基準で 示

さ れる住宅居 間で行 われる作業の 中で 最も 明るさ が

要求される行為は手芸、裁縫、ミ シ ン であ D 、作業

に必要な明る さは 750 −20001xで ある。そ こ で 、住

宅居間で必要 とされ る最高照度である200 ｛⊃lxをとり

あげた 。 以上から、 照度を 3段階とした。その組み合

わせか ら、光色 による色識別性お よび室 内の 照度 に

よる色識別性 に つ いて検討するため、光源が昼光色

の場合に 照度を 3 条件、照 度 20001xの 場合に光色3

図 1　 実験室内の概要

表 1　 照明条件

2．色 識別性に っ い て

2，1 実験方法

2，1，1 実験室 と実験条件　　　　　　　　　　　　　　　網掛けは 100hue テ ス トを行う条件
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光色（記号）（机 上 面 入 射 光 色 温 働 照度（lx）

電球 色 （L）　 （2800K ） 15010002GGO

昼 白色（N ）　 （4450K ） 150 ・2000

昼光色（D）　 （5600K） 烈 鐶 、！i；櫛 礁 塞（脚 1
，　　帆遣　ひ阜
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条件を取 り上げ、合計 5条件を選択 した 。

　被験者は日常生 活上間題の な い高齢者20 名 （年齢

70 〜ア8歳、平均年齢735 歳、男性8名、女性］2名）

および大学生 20 名 （平均年齢a ．4歳、男性 8名 、女

性 12 名）である 。

　高齢者の 内2名の デー
タに欠損デー

タがあ っ たため

この 2名のデータを除い て、検討を行 っ た。

2．1．2 実験手法

　視覚特性 を知る
一

つ の手 法として、Eヨ本色彩研究所

裂ND −IGO を使用した IOOhue テス トを行い、色識別

能力を把握 した 。 100hue テス トで は、明度、彩度を

そ ろえた 100 色縵の色 コ マ を色相 順 に並べ る ことで

微妙な色の 違い （OIE色 差 1単位レベ ル）を￥lj断す る能

力 を調 べ る ことができる。この 100 色相を4 つ に分

けそれぞれ をサオと呼ばれる操作板 にグラデ
ー

シ ョ ン

に並 べ て い く。サ オ 1に は 赤か ら緑、サオ 2 に は緑か

ら青 、サオ 3 に は青から紫、サオ 4 に は紫か ら赤の 色

相の 色彩が含まれる、，各照明条件 に順応 した状態で 、

それ ぞれ のサオに つ い て 制限時悶を 2分 30 秒と して

テス トを行 っ た 。 これによ り、色彩の 見 え方と照明条

件と の 関係を確認 する ととも に 、個人差 に つ いて の

検討を行う。

2．2 結果

　被験者が並べ たコ マ の 位饕と実際に配置される べ

き色相順の コ マ の位置 関係か ら、定め られた計算方

法に よ 0 エ ラ
ー

ス コ ア を算出 した。エ ラ
ー

ス コ アが

大き い ほど実際に配置される べ ぎ色相順と被験者が

並べ た コ マ の位置が異 なることを表す 。 図 2 は、各被

験者の サオ 1か らサオ4 までの エ ラ
ー

ス コ アを禽計し

たもの を、平均 した値を示して い る。高齢者の結果

か ら、光源が昼光色の場 合、机上面 照度 に よ っ て エ

ラ
ース ：／

’
］ア に は差がみ られ、照度が高い対象の エ ラ

ー
ス コ ア が低 くなる こ とがわ かる が、 1000ix と

20001xの 場合で は大きな差はみ られない 。 光色につ

い てみ る と、照度が 20001x と高窯度条件 で あ るが 、

照明の光色によ っ て エ ラ
ー

ス コ ア に違い があり、色

温度 の 高い 光源 の場命に エ ラ
ー

ス コ アが低い とい う

結果 とな っ た 。 被験者の年齢はかな り異な る （52 〜

63 歳）が 、矢野 ら の 研究
101，

で 、高齢に なる と光源 の

琶温度 によ っ て色の識別 能力に差が生 じ、色温度の

高い 光源の 方が色の識別が し易い こ と、さらには照

度が低くなると色の識別 が困難に な る こ と な どが明

「
一一一一一 』．− t’t − 　 一

らか とな っ て い るが本研究で も同様の 結果が得 られ

た 。

　
一

方、若齢者の場命は光源 の光 色、照度 とも にエ

ラ
ー

ス コ ア との 間に穴 きな差はみ られない 。 エ ラ ー

ス コ アの差が高齢者ほ ど顕著ではな い が、同 じ明る

さで も高齢者が昼光色の場合に エ ラ
ー

ス コ アが低く

なる のに対 して、若齢者では昼 白色の場合に最も エ

ラ ース コ ア が低 くな っ て い る 。しか し、若齢者の場

合、本実験で取 り上げた照明条件で は色識別に関し

て 、ほとんど問題にな らないと考え られる。

　ま た、70 歳を遍ぎ る 頃か ら、視覚機能の低下 が著

しくなるが、身体機能の低下 は個人差が大 ぎい 。

　本実験の 被験者の 年齢が 70 〜78 歳と比 較的鬲い

ことか ら、エ ラ
ー

ス コ ア にかなり個人差がみ られた 。

また、図3は各被験者の エ ラ
ー

ス コ アをプ ロ ッ トした

もの であ D 、そ れぞれの記号は各被験者のデータを

示 す。サオ によ り色識別性が異な り、高齢者の場合

も若 齢者 の場合 も光源の 条件 にかかわ らずサオ 2 （緑

〜青）、サオ4 〔紫〜
赤）の エ ラース コ アがサオ 「（赤〜

緑）、サオ3 構 〜紫）の エ ラ
ース コ ア に対 して 高くな

っ て いる。こ の ように、高齢 者と若齢者では エ ラ
ー

ス ：コア の 差は 火 き い が各サ オ に 対す る エ ラ
ー

ス コ ア

の傾 向が似 てお り、高齢者はわず かな色の差は識別

しづ らい が、色相の範囲によ っ て 色識別性が大 きく

変化するこ とはない と考え られる。
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3，色票の 印象評価

3 ．1 搴羹．験方法

3，1，1 実験条件

　実験室は、IOOhue テス トの場倉と 同様である 。

　評価対象色票 は、色彩感情に関する週 去のデー
タ

慟

と の 比較も考慮 し、無彩麁、暖角、寒色およ び申性

色の中から次のように選択 した 。

　まず、室内配色の 基礎資料を得る こ とが目的であ

るため、内装材に使用される色彩に近い色を選択し

た。主に暖色の Y，YR と 寒色の B，　PB を中心にできる

だけ明度、彩度の 印象評価へ の 影響が把握で ぎるよ

うに、まず、明度 5〜6、明度 7〜8の 2グル
ー

プと し、

そ R それ の グループ で 彩度 達〜2、彩度 3〜4の 色彩

が得られるようにした 。 また、比較対象として明度 5

〜6の グループに高彩度色を加えた。さ らに、そ れ ぞ

れ の 明度 グル ープ に無彩色を加 え、表 2 に 示 す 14 色

票を評価対象とした 。 色票は中心 視野を超える 大き

さと し、視角約 15 度の 10cm 角で 、　 N6 ．5の 八 つ 切判

台紙の中央に貼り付けたもの を呈示した （図4 ）。 照明

条件は、lOOheeテス トと同様の 3波長域発光形蛍光

ラ ン プを使用し、光色 3種類と机上面照度 3段階を取

り上 げ、そ の組み合わせか ら8条件を決定した （表 1）。

　以 上 、 14色票 、8照明 条件 の組 み合わせ 、合計

1i2 対象につ い て 印象評価実験を行 っ た。

3．1．2 実験手法

表2 　対象色票

彩　 　 度
明 度

無彩 色 1胛2 3〜4 8 以 上

5〜6N5 ．525Y6
／15PB5

／25YR6

〆47

．5B5！42

．5YR6 ！10

　10B5 〆8

ア〜8 N8

10YR8 ／110GY8

〆1

2．5PB8 ／2

7．5YR8 ／37

．5GY7！4

　10B7 〆4

1

αっ

騎

　

…

象

　

対
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示

　

提4図
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09

＿一一．395

＿−jDQ．．．一

背景N6，5

　色票か ら受 けるイメ
ー

ジをと らえ る手段として は、

Semantic　Differentia］（SD ）法を使用 した。また、高齢

者の心 理的負担にな らな いように、若齢者を被験者

とした予備実験から、評価項目を絞り20 項目と した 。

　本実験では、被験者は実験ブー
ス内の照明条件に

順応 した 状態で 評価す る こ と と し、被験者 はま ず 、

前室の 照明条件の 中で 5分以上在室し た後、実験ブー

ス に入 り、ブー
ス内で 5分以上経週 した後、一

つ の照

明条件につ い て の評価を行 っ た 。 その 後、前室に戻

り、照明条件を 変えて同様の手順で実験を繰 り返 し

た 。

　また、最初 と最後 に 同
一対象を呈示 し、評定デー

タ の信頼性 につ い て 検討 した。

3．2 結果

3．2．1 色彩の 評価構造の比較

　ま す、最初 と最後に呈示 した局
一対象の評 価デー

タにつ い て t検定を行い 、騫被験養デ
ー

タの信頼性 に

つ い て検討した。その結果、若齢瞽の有効デ
ー

タは ］

対象に つ き 16〜 19、高齢者の有効データは 1対象に

つ き 12とな っ た。以下の分析には有効 デ
ー

タのみ を

馬いた。

　高齢者の色彩の評価構造をと らえるため高齢者個

人 の 評 価データ を使 用 し、主成分 分析の後バリマ ッ

クス 回転を行い 、因子構造を 決定 した。そ の 結果、

主要な因子 として 3つ の因子が抽出された （表3 ）。

　第 1因子は、「派手な」「あざやかな」「陽気な」「明 る

い 」な どで 代表される活動性因子、第2因子は ギ好き

な」「上品な」「落 ち着き の ある」な ど で 代表さ れ る1亜値

因子 で ある。第 3因 子 ［ま「弱 い」「柔 らかい」「涼 しい」

で代表される柔らかさ因子で ある 。

　また鬪様 に、若齢者の色彩の評価構 造を因子分析か

らとらえた とこ ろ、4因 子が抽 出された （衰 4）。第 1，

2 因子は高齢者の場合と同様な活動性因子、価値因子

で あ る e 第3因子 は 「暖か い」「都会的な」「柔 らか い 」

で 代表される暖かさ因子 、第 4因子 は 「強い」で代表

され る強さ因子 であ り 、 暖かさ因子が独立して抽出

され て いる点で 若干 異なるが、40 年ほど前の大山ら

の 研究
’3）

と似通 っ た結果とな っ て いる。

　若齢者の 場合は 、「媛 か い」「柔 らか い1の 評価は暖

かさ因 子へ の負荷量が高く、（表 4 ）、「暖かさ」と 「柔

らかさ」には正の相関がみられる。

　しか し、高齢者の場合、「暖か い」「柔 らかい」は柔

らかさ因子へ の負荷量が高いが、「暖か さ」と 「柔 らか
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さ」に は逆相関がみ られ、涼 しげな色彩の方が柔 らか

さ感は高い とい う結果 とな っ て い る。

　また、図 5の高齢者の平 均値プロ フィ
ー

ルから、暖

かさ感、柔らか さ感は色相だ け で な く明度との関わ

りがかな り大き い こ とが読みとれる 。 暖色（Y ・YR系）

の場合も寒色 （B ・PB 系）の場合も明度の差による平

表 3　因子分析結果 （高齢者 の 場合）

評価項 目
因子負荷量

共 通 性 因子 構造
正 五 皿

派手な 0．8330 ．03500640 ．700
あざや か な 0、8200129OlO30702
陽 気 な 07 フ4o ．3190 ．1540724
明 るい 0．7540 ．28 ］ 0．3000 ．73フ

活 動 的な 07510 ．104 一〇．0300 ．577 活 動 性 因子

はっ きりした 0．703O ，197 一〇，0800 ．540
澄ん だ 0．6090 ．394G 、4150 ．699
豪華 な 0．5160 ．390 一

〇、170O 、448
都会 的な 0．5110 ．422O136O 、457

落ち着き の ある
一
〇 2230 ．745 一〇．1600630

好 きな 03250 ．744O 、2080 ．703
上 品 な 01780 ．735O ．2680 ．644
情 緒豊か な 0．309Q710O ．0240 、599 価値因 子

親 しみ や す い 0．42506600 ．2520 ．580
洗 練 され た 03910 ．5970 」770 ．540
快適な 0．5060 ．5380 ．2490 ．607

強い 0．230 一〇．034 一〇．800O ．686
柔 らか い 0．2120 ．2970 ．7120 ．640

柔 らか さ因 子
暖か い 一〇．0680 ．034 一〇．660O ．439
あ っ さりした 0．3090 ．4860 ．6390 ．740
固有値 5．564302 ．64
寄与率 （％ ） 2780214813 ．19
累 積 寄 与 率 〔嚇 2780492762 ．46

表4 　因子分析結果 （若齢者の場合）

評 定 項 目
因 子 負荷量

共 通性
因 子 構

11 皿 w 造

明るい D．B510 ．1970 ．091 一〇．050o ．773
あざや か な 08470 ．143 一

〇．0900 ．093O ．754
派手 な 0818 一〇．D820 ．0590 ．32ア 0コB6

陽気な

落 ち着 きの ある

0784

−0．77202410 ．386023a−0．0200132−0．0100
．7480
．745

活 動 性

因 子
活動的 な O、717 一〇．0800 ．32802750 ．704
澄ん だ 05860 ．466 一

〇．340 一
〇220O ．725

は っ きりした 0．5850 ．032 一〇．270D ．5600 ．728
豪華な 0．5240 ．169 一

〇．D600 ．5130 ．5ア1
快 適 な 0．0960 ．8380 、D37 一

〇、080OJ19
好きな 一〇．0350 ．8210 ．0140 ．035o ．6フ6
親 しみ や すい 0，0180 ．7a30 ．179 一

〇．04010 ．647 価値 因

上 品 な
一
〇．0720 ．768 一

〇．200 一
〇、1000 ．646 子

洗 練され た 0．2540 ，δ76 一〇．390 一〇．0500 ．675
あ っ さりした 0．1110 ．593 一

〇．270 一
〇．5300 、719

暖 かい 0．067 一
〇．1480 ．ア960 ．1450 、681

都会 的な 0．0620 ．206 一〇．7700 ．1530664 暖 か さ

柔 らか い O．2300 ．2フ30 ．651 一
〇．3900703 因 子

情緒豊 か な 0．2130491 一〇．5600 ．0920605

強い 0．351 一
〇．2D7 一

〇．0500 ．7740 ．767 強さ因子

固有値 5．124 、342641 ．94
寄 与率 （％ ） 2558216913209 ．71
累 槓寄 与 率   255847 ．2760 ．4770 ．1a

均値の 差が大き く、明度 7〜8の平均値 は明度 5〜6

に対して 涼しげで、柔らかなイメージの 方向ヘ シ フ ト

して い るの がわかる 。こ れに対 し、若 齢者の場合は、

暖色 の場合につ いてみる とほ ぼ暖か く感 じられる色

彩は柔らか く感 じて い る こ とがわかる。明度7 〜8の

寒 色を高齢者 よ りも涼 しげに感じ、若干柔 らか い と

感 じて い る 。 しか し、高齢者のよ うに柔 らかさ と涼

しさを同程度には感じていない。

　さ らには、若 齢者の場合は彩度 と暖かさ感 との 関

係も顕著にみ ら れ 、特に 暖色の 場合、彩度が高いほ

どよ り暖かさ感を増すこ とがわか る。

3，2 ，2 年齢に よ る 色彩の印象評価の 比較

　年齢 による色彩の 印象評価につ い て検討するため

に、高齢者、若齢者のデータか ら対象こ とに評価項

目につ い て平均値の差の検定 を行 っ た 。 表 5 は 、光色

が昼白色の場合を除く、84 対象に つ いての検定結果

を示 して い る 。 そ の 結果 、全体 的に 2 、5YR6 ／］、

5PB5 〆2 、5YR6 ！4、7．5PB5 〆4の ような明度の低い

色の方が高齢者と若齢者でイメ
ー

ジの差が大きい こ と

がわかる。また、無彩色 に対するイメ
ージの差はその

時の 照明条件 にかかわ らず大き く、特に 「派手な一地

二、

罫・

降 4

驚・

　ぞ

「
…巾…冖糟『…广

　　
…鬮

葉瓢
．

1

…
oDZゆ ，

ゆ

Z

マ
＼
卜

〉

σ
O ．
ト

＜
゜9

＞
σ
O尸

寸
＼

卜

国

9

制

お
国

ユ

ゆ

刳

09

め
ロコ

Or

ミ
の

oコ
ゆ ．
卜

刳
＼

ゆ

ロ自

ユ

頃

ρり

＼
Q9
匡

＞

O、
卜

尸
＼
°⊃

匡

卜

Or

OF

＼

O
匡

〉
頃 ．
刳

寸

＼
O
匡

〉
瞬

r

＼
 

》
頃 ．
N

607； ．R
合場の者齢若 

…劃｝硼 鵬齟鮒朋…刪臨…丱”　

秘響
F
…

詳冨

雫甲｛ 　榊闇

7h

り

置
04321

坦
興
降

暇

臨

一 恥 一一
醗 飆

触 　　
塾

eClVrS

oDZ嚊 ，
の

Z

寸
＼
卜

〉

σ
ゆ．
卜

ζ
α ⊃

》
σ
07

寸
＼

卜

mO

尸

制
＼

°om

ユ

リ ．
N

09
＼

ゆ

mO

尸

寸

お
ロロ
頃 ．
卜

尉
＼

頃

m
胤

嚊

eウ
＼
◎D
に

〉

め ．
卜

ζ
αっ

匡

＞

Oア

O

〈
O
匿

〉
ゆ ，
N

寸
＼

O
匡

〉
ゆ

ζ
O

＞
り ．
N

886一＝R合

係

場

関

の

の

者

”

齢

兆

高

力

〉

ら

ーb

柔

　

卦

　

順

　

か

　

暖

　

「5図

ユ」
yrarblLClnOrtClE

一
工工N

921

℃

子

灘

因

435000076UOOδ

02

P3909UOO　

一
川

5160

广

65

UOO一
　

　

冖

子因さ強767047700500一

uo

η

9107

∠

242

UOOO　

　

　

一

端
跚

細

UOOO　

　

な

は

い

か

剛

か

豊

云

ら

緒

働

柔

情

い強

4946243425値有固

71902396　28552ラ％（率与寄

a107740672748552淌率与寄槓累

一



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scier ユce 　 Association 　 of 　 Japan

JOURNAL 　OF　THE　COLOR 　SCIENCE 　ASSOCIA
’
丁ION　OF　JA勢竺」

表5　高齡者と若齢者の 評価の平均値の 差の検定

色 彩
照 明

条 件

派

手

な
　 　 　 ≡

あ

ざ

や

か

　圃
瞬

る

い

陽

気

な

活

動

的

な

は

つ

き

り　 」
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華
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だ

　　　 親
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き

な

し

み

や

上

晶

な

Ll50L
．1DOO ＊　　　　　ホ　　　　　岩
L2000　　．．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家＊
　　　　　　　　　　　　　　　冨　　　　　　　　　　　　　　　　　串串
　　　　　　　　　　　　　　　6＊同
　 　 　 宰　　　 　　　　 　　　　 車　　 　　　事　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　試
　　　　　　　A＊　　　　　　　　　　　軍寧　　　　　　　　　　　本
＊に　　　　　　　　　　　　 次　　　　　　　累累　　　　　阿‡牢　　　　半　　　　　　宰 宋　　　　　 ＊

5PB5 ！2D
緬 ODID

替OD20

αOL150

7．5B5 μ

　 LIDO 口

輛 こ｝

ヰ寧 乍　　　 宿　　　　　　軍　　　　　　半室牢　　　 ド寧窄　　　　　　　　　　＊　　　　　　ホ冷

牢　　　　　　　　　　　　　　宰　　　　　　　‡　　　　　　　苓　　　　　　ζ奪困　　　　　　　　　　　写ネ写
　 　 　 ＊　　　　　　寧　　　　　　‡＊　　　　　宕再＊　　　 ‡ 掌庫　　　　　　　　　　窄

　 　 　 　 卞兀串　　　ば　　　　　　＊卓K　　　 申再　　　　　垣　　　　　　＊　　　　　　串

　　　　＊　　　　　　　阿ト 　　　　　ホ　　　　　　　寧　　　　　　　罵塀
　 　 　 　審苓　　　　舜冷　　　　冐署宰　 　　　冨富　　 　　寧掌牢　　　　 　　　　 　＊立＊

D150　　蝋
DIOOO02060L15DLIDL

｝0L2DO

り　　　． 旨
　10B5 ／8
…

ひ 50

耽　　　　　　　　　　　　 弔＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ホ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寧

匡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冷寧題
D19DO

口2000L150　冒

2、5Y6 ！1L

手臥 ｝oL200D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 串　　 　　　 ホ虚　　　　 　　　　 　宰

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　臣審率
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 半　 　　 　 寧寧‡　　 　き車
半　　　　　　‡牢‡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 木＊　　　　　颪＊　　　　 ホ＊
率大　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　＊＊＊　　 爿　 　　 　 黙

署零 ＊　　　光＊墨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寧串下

酒
D15DD1000D2000L150L1000L2000

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 宰＊単　　 　 　　 　　 　 串掌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊申　　　寧牢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　串翠潔　　　累
　 　 　 　 　 　 　 火　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　軍雫罫　　　 串ホ　　 　　 φ

寧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事厚置　　　宿寧
半　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竃雫　　　　　黙κ，　　　　事事

高

窒

5YR6 〆4
脚 50　　｝ 置

DIDOOD2D

α〕 斗L150　　へ
凵 QOO

2．5YR6 ／10L2000
呂

D150

　　　　　　　匡　　　　　．炉河　　　　｛ぜ
‡　　　　　　　　　　　　￥庫　　　　　　　　　　　

．A婁亭　　　μ略
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阜虚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￥
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ‡　 　　　　 牢重

D1 ワOU　　｝
D2 じOOL150

　　　
L100O 覧
L2BCO・2、5PBa 〆2DI5Q
　　｛

半　　　　　　　　　　　　　　　　　　　半
孝　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　 ‡索
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 牢　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　宅説
▼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　半寧　　　　　　　　　　　　　　　　　　￥羊

D10DOD20UOL

卞5e　　幽．． 宰

函1

』
10B7／4L

田 臼oLZOD
冂

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　準Ψ　　 　　 　 　　 　　 ヒ
　 　 　 　 　 　 　 ＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ累
呂　　　　　卓‡　　　　累　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寧
　　　　　　　　　　　瓢

L｝15【｝

Df9βcD200
β

し1釦　　　　　‡　　　　　　　　　　　 ホ 字

ljOD ロ　　　　　＊昌　　　　　　　　　累　　　　　　　　　　　　　　　零半　　　 寧半

L20DO 　　　　l　芋耳寧　　　　　　　　　　　　　　　　　　
客単＊

　　　　　　　　
＊

10YR8 君 　　　凵
D 霍50DIOOD 等罕＊　　　置ホホ　　　＊嵐　　　　　累串　　　　オ牢　　　　　容孝寧　　　六＊ 　　　串革

＊ 虚　　 　　串　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　寧　　　　 　　　　　 　　寧宰寧D20OUL150

　　．．国
．．閭

7．5YR8 ／3LIOOOL300D

寵

串

　　　月
D150Dloo

 

＊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窄
　　　　　　　宣富D2DOOL150L1000L2000

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　串串

六ホ　　　　　　　　　　　　　ポ案　　　　　 ホ　　　　　　　κ串＊　　　　　　　　　　　　＊

阿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚軍

雪OGY8 ／1D150DID00D2000

≡
L150LID00L2000

　　　T

　 　 　 病霜　　 　　　　 　　　　 苓

＊

　　　堵×

7．5GY7 〆4
田 50」
D 褐 ooD2000L150L

垂DOOL

鱒 O肆
N5 ．5

D15 り

露　　　　　　　　　　　　 咽嵩　　　　　阿半 宇　　　 掌買牢
　 　 　 　 　 　 　 露苓＊　 　　凄＊　 　 　 蹴
 　　　　　　　　　　　　　　膳　　　　　　宰μ　　　　　冠写　　　　　　　　　　　　　累＊
ホ　　　　　　　　　　　　　　掌序　　　　　買拭　　　　　＝半　　　　　　　　　　　　　瓢
雫　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　

阿
　　 　　　

竃
掌寧　　　　　　　　　　　 寧　　　　　　ワ＊  　　　軍繭本　　　　　　　　　　弔

D1000　　　「
D260eL

獅 OL100

口

L2000

ホホ　　　　　　　　　　　 棋　　　　　　庫μ震　　　寒写寧　　　内軍串　　　零　　　　　　罵
ホ　　　　　　　　　　　　喰　　　　　　燦　　　　　　寰半　　　　　半　　　　　　匡喰宰
　 　 　 　 　 　 　 ‡　 　 　　 蔦半　 　 　　臧　 　　 　 ＊

寧輿写　　　申牢　　　　ホ申申　　　べ＊＊　　　弓＊串　　　串^＊　　　嘉气拳　　　与
串鳶　　　　　＊　　　　　　＊　　　　　　帛黙　　　　　‡‡菖　　　 卓　　　　　　瓢岡
串串　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　 ‡　 　　　　＊　 　　　　‡

N8
D150 宇＊

＊DIOOOD2DOO

有意水 準 　 D．1％以 下 ；
＊ ＊ ＊ 嚢％以 下 ：

＊ ＊

．

：匸：コ

5 ％ 以 下 ：＊

快

適

な

半H

宿

洗

緬

さ

れ

＊

出．

半　　　牢＊

緕

緒

豊

か

＊

＊

出

室

梱1

＊＝

峯
牢”．
●v
字丁一v
享

穿非

宰瓢寧

あ

つ

さ

り

ち

着

き

＊

串串 串

　 　 註

ハ寡

＊x

＊　　　4 水室
i＊

SI

客

享

t＊＊
寧卓＊

申Il

家

i＃

＊＊＃

暖

か

い

厂

＝
　

串

零

　

＊
寧

冨
窯．
＊
獣
世 蔦窯

唇

瞑
．（．

亭
宴
奪

塞
厄
置

‡ 重

‡Fls

季罵罵
‡‘
享 寓訊

乎率

半黙
寧宰
累＊

窓
河．
＊
．▼

＊ s 宋

軍Mit

辱x

都

会

的

な

軍

事

累
　
竃

蔦
　

年

一
　
＊

　

　

宰

室冖
牢
櫃

客

　
　
　
　
　
“

響

辱
　￥
嬢
　厚

卞

ネ属
市F
ホ石ホ
寧宇
軍亭

　　　 i

＿．⊥ ＿ 聯

2

圦
田

、
蓐

し

梦
L

眞寉

慧

梦
琉
　
　
宰

云
　

￥”

串
半

角．
ホ
串

宰
　
　

宰

＊
宰

拿

季
串

ネ

1
柔

　ら

　が

　い

μ．
叡
序
牢
　

　

ホ

ぶ

寧
＊

　

韋
叫

慧

驚
⊥

　

季
串
汽．
兀

陽
寧
翫．
　
弔
卓
再

「
鳳串

＊＊

＊

木＊

一
写
窰 ‡震

軍据汽

罫●

出 翼
置寧
冷
庫庫

翫喰‡ 漬
旗宰 託筝

rK

宰
宰寧　　　　‡

＊窒
唖：牢 案

一 130 ［

．．．
一

N 工工
一Electronic 　 Library 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本色彩学会誌　　VOLUME 　30　NUMBER 　32006 一1

味な」「陽気な
一
陰気な」「明るい

一
暗い」「活勤的な

一

沈静的 な」など活動性 に 関 わ る項 目で 顕著で あ る 。

　 ］OB7 ×4 ，2．5PB812 、10GY8 ！］，7、5YR8 ／3 ，

7．5GY7 ／4など明度の高い色は、比較的イメ ージ の差

が少な い 。 明度5 〜6の 対象につ い て みるとYR ・Y系

の色の場合には 「柔らか い
一
堅い」の評価に大きな差

がみ られるのに対 し、B ・PB 系の色の場合には 「暖か

い 一涼し い」の 評価に 大 きな差がみ られ る。

　彩度の高い色彩に つ い て は、10B518 の 場合、若

齢者と高齢者で は どの項目で も評価に差がみ られな

い が、2 ．5YR6 ！］0 で は 、「暖か い
一
涼 しい 」「柔 らか

い
一

堅い」の評価に大きな差がみ られる 。

　次に、前述の よ うに 平均値の 差の 検定 （表 5）か ら

高齢者と若齢者の評価には、明度5 〜6の 対象、明度

7〜8の 対象、無彩色 で 明らかに違 いがみ られる こと

か ら、各グル
ープから25Y611 、N8 、2 ．5PB812 の

3色を取 り上げ、昼光色 1う01xの場合の平均値プロ フ

ィ
ール （図 6）を示す。ま ず 、N8 の場合 、若齢者 は活

動性 に関わるほとん どの 項目で、得点が 3前後で あ り

静的なイメ
ー

ジが強 い。それに対 し、高齢者の場合は、

得点が4 〜5であ り 、 若干活動的なイメ
ー

ジと して と

らえて い る 。 高齢者 は 、明度 に影響さ れ て い る と考

え られ、N8 は比較的高 い明度で あるため活動性の あ

るイメ
ージとして い るの に対し、若齢者は無 彩色 を静

的なイメ
ージととらえて い る c

　 次に、25Y61 ］に つ いてみると、「は っ きりした
一

ぼんやりした」「豪華な一質素な」などにつ い て高齢者

はどち らで もな い とい う申間的な評価で あ る の に対

し、若齢者は、得点 が 3よりも低 く、「「まんや りした」

「質素な」イメ ージが強い 。ま た、「強い
一
弱い 」「柔 ら

かい
一

堅 い」に対 しては、高齢者は若干 「強い 」「堅 い 」

イメ
ー

ジとして いるのに対 し、若齢者 は 「弱い」「柔 ら

か い 」イ メージ と と らえ て い る 。YR ・Y系 の 明度 6の

色票で同様の結果が得られて い る 。

　 また、2．5PB812 につ い て 平均値プ ロ フ ィ
ール を み

る と、若干差の あ る項目もみ られ るが、若齢者と高

齢者で 評 価がかな り似 通 っ ている 。 10B714 の場合

にも同様の 傾向がみ られ 、明度の高い B ・PB 系 の色

彩は、年代によるイメージの差の 少な い色彩で あると

考え られる。

3 ．2．3 色彩の 印象評価へ の影響要因

　年代別 にそ れぞれの実験条件の印象評価 へ の影響

に つ い て 分散分析 に よ D 検討 した （表 6）。色相、明度、

くすんだ

暗い

陰気 な

沈fi￥的な

ぼん や り ．1 た

質素 な

濁 っ た

嫌い な

親 しみに くい

下品 な

不
．1央な

固 い

1　 2　3　4　 5　6　7

あざ や か な

明 るい

陽気な

活 動 的な

は っ きりした

豪華 な

澄 ん だ

好 きな

覦 しみ や すい

上 品 な

快 適 な

柔 らか い

N・の

覯潔 チ
ー

ル

囀 廳

　

　

　

　

た

　

　

　
い

　

　

い

　

　

　

　

し

　

　

く

　

　
い

し

　

だ

　

な

り

　

　

に

　

た

乏

　

　

な

な
ん

　
な

的

や

な

た

な

み

な

な

つ

に

い

着

い

風

味
ず

い

気

静
ん

素

っ

い

し

品

快
ぼ

緒

ど

ち

し

舎
い

い

地

く

暗

陰

沈

ぽ

質

濁

嫌

親

下

不
や

情

く

落

涼

日

弱

固

1　 2　3　4　 5　6　7

きの な い

　

　

　

　

た

　

　

　

い

　

　

　
い

　

　

　

　

し

　

　

　

く

　

　

い

し

　

だ

　

な

り

　

　

に

　

た

乏

　

　

な

な

ん

　

な

的

や

な

た

な

み

な

な

つ

に

い

着

い

風

味

す

い

気
静

ん

素

つ

い

し

品

快

ぱ

緒

ど

ち

し

舎
い

い

地

く

暗
陰
沈

ぼ

質

濁
嫌

親

下

不

や

情
く

落

涼
田

弱

固

　 2．5Y6／1の
平 均 値プロ フ ィ

ー
ル

1　 2　 3　4　5　 6　 7

1

きの ない
L

P

派 手 な

あ ざや か な

明 るい

陽 気 な

活 動 的 な

は っ き りした

豪華 な

澄 ん だ

好 き な

親 Lみ や す い

上 品 な

快 適 な

洗 練 され た

情 緒 豊 か な

あ っ さりLた

落 ち着き の ある

暖 か い

都 会 的 な

強 い

柔 らか い

派手 な

あざや か な

明るい

陽 気 な

活 動 的 な

は っきりした

豪 華 な

澄 んだ

好 きな

親 しみ や す い

上 品 な

快 適な

洗 練され た

情 緒豊か な

あ っ さりした

落 ち着きの ある

暖 か い

都 会的な

強 い

柔らか い

2．5PB8／2の 平 均値プロ

フィ
ール （昼光色 1501x）

図6　平均値プロ フ ィ
ー
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彩度 の影響 につ い ては、色相がY ・YR、　 B −PB系の 対

象の 評価デ
ー

タを、色 温度の影響 に つ い て は 、机 上

面照度 150 、20001x の対象の 評価デ
ー

タを、机上

面照度の 影響に つ い ては光源 が電球色 、昼光色の対

象の評価データ をそれぞれ取 り上げて分析を行 っ た。

そ の 結果、高齢者、若齢者ともに明度の各 評価項 目

へ の 影 響に つ い て み る と、ほと ん ど の 瑣 目で 有意水

準が 0．1％以下 とな っ てお り、明度の影響が大ぎいこ

とが明 らか とな っ た。高齢者の 場合、色相の 色の価

値に関わる項 囲へ の影響およ び彩度の 活動性に関わ

表6　分散分析結果 （各要素の各評価項 目へ の影響）

高齢 者 の 場 合 若齢 者 の 場 合

要素 色 票 照 明 色票 照 明

色 明 彩 照 光 色 明 彩 照 光

評 価項 目 相 度 度 度 色 相 度 度 度 色

派手な 寧＊＊ ＊＊＊ ＊ 寧＊ ＊ ＊ ＊

あざや か な ＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊ ＊率＊ ＊＊＊ ＊＊

陽 気な ＊＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊

明 るい ＊＊寧 ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 牢 串 ＊ ＊ ＊＊ ＊

活 動 的な ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊

ぱっ きりした ＊峠【＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊ ＊＊＊ ＊賦＊ ＊＊＊ ＊￥ ＊

澄ん だ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊

豪墓 な ＊ ＊ ホ ＊ ＊ネ ＊＊＊ ＊＊＊

都 会 的 な ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ 零 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

落ち着 きの ある ＊＊＊ ＊＊零 ＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊

好 きな ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

上 品な ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊

情 緒豊 かな ＊＊ ＊＊＊ 寧＊串 寧 ＊ ＊ ＊

親 しみ や すい ＊＊ ＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊ ＊＊

洗 練 され た ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊ ＊

快適 な ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊＊＊

強 い ＊＊率 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊

柔らかい ＊＊＊ ＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊

暖かい ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊半 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊

あっ さりした ＊ ＊＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 串 ＊＊

有 意水 準 　 ρ≦OI ％ ＊ ＊＊ 　 O．t　9’o＜ ρ ≦1．oe！o ：＊ ＊　 100 ／o ＜ ρ≦5．O ％ ；＊
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る項目へ の影響につ いて も、有意水準が 0．］o／o 以下の

項目が多 くみられ、その 影響の 度合い が大きい こ と

がわ かる 。 若齢者の場 合に つ い て、色相、彩度の 力

量性に 関わる項 目へ の 影響およ び色相の活動性に関

わる項 目へ の影響をみると、有意水準が 0．］％ 以下の

項目が多く、その 影響量が大き い こ とがわ かる 。 こ

れ に 対 し、高齢者の場 合は、色相、彩度の力量性 に

関わ る項 目へ の影響、色相の活動性に 関わ る項 目へ

の影響は少ない 。

　また、照明条件の 影響 につ い て は、高齢者、若齢

者ともにそ の 影響量は大き くは な い が 、若齢者の 場

合、活動性に 関わる項 目に対す る照度の影響 がみ ら

れる。

3，2，4 高齢者の 色識別能力と色彩の 印象評価と の 関

係

　前述の ように、高齢者の場合、色識別能力 が人 に

よ っ てかな り異な る。そこ で 、高齢者の 色識別性に、

つ い て エ ラ ース コ ア か ら、総工 ラ ース コ ア 500 以下

の被験者を低グル
ープ、501 −−800 の被験者を中グ

ル
ー

プ、801 以上 の 被験者を高グル ープにカテ ゴ リ

ー
分 けし、各被験者の色彩イメ

ー
ジの 因子得点を散布

図に示 した（図 7）。

　全体的 にみ ると、エ ラ
ー

ス コ ア が高 い グル
ー

プは、

どの 色彩の 場合も 因子得点の 個人差が頑著で あ り、

特に価値因子に対する因子得点の差が大ぎい 。

　まず、5PBsf2 の 場合 の 図 で み られ る よう に、彩度

が4 以下で 明度が低い 色彩は、活動性因子の因子得点

が す べ て負 の 値を示 して お り、活動性は低下す る方

向 に働 く。こ の とき 、色識別性の 影響はほとん ど み

られな い 。 また、価値因子 の 因子 得点に つ い て は、

エ ラ ース コ ア が高い グル
ー

プに個 人 差 がみ られ る。

これは、彩度が4以下で明度 が低 い色彩の場合の共通

した傾向で ある。しか し、2．5YR6 〆10 の ような高彩

度色で は、活動性因子 の因子得点はほぼ正の値を示

して いるの に対 し、価値因子の因子得点は負の 値が

多くみ られ 、 活動性は向上する方向に、色の価 値は

低下 する方向に働く。また、個人差が大き く、イメ
ー

ジ にかな りば らつ き がみ られ る。エ ラ ース コ ア が高

い グ ル ープ ほ どそ の 傾 向 が 顕 著 で あ り 、色 の 価 値 、

活動性ともに評価の個人差が大き い。エ ラ
ー

ス コ ア

が高いグル
ー

プ は、エ ラ
ー

ス コ ア が低い グループと

比 べ 、活動性因子 の 因子得点が 低 くな っ て お り、色

識別能力が色彩のイメ
ージに影響 していると考え られ

る。

　次 に、明度 に よる 影響に つ い て 2 ．5PB812 と

5PB512の因子得点図か ら比較 してみる と、明度が高

い場合の 方が色の価値に対する評価の個人差が少な

く、若干 活動性が 向上 する方 向に働 く。また 、明度

の高い ］OYR811 と25PB812 の イメ ージの差につ い

てみると、10YR8A は 2 ．5PB8f2 に比 べ 、個人差が

大き い 。 特に価値因子の因子得点は エ ラ
ー

ス コ アが

高いグル
ープで個人差が大きいことがわかる 。

　2．5PB8 〆2 （ライトブル
ー

）は、今回提示 した色彩の

中で 最も個人差が少なく、固定的なイメ
ー

ジで とらえ

られ、活動性 、価 値とも に向上 する方向 に働 く。高

齢者間の イメージ の差が少な い の と同時に 、前述 した

ように若齢者とのイメ
ージの差も少な く、そのイメ

ー

ジは世代や年齢さ らには視覚の状態 に左右されな い

と い う結果 と な っ た ．

4 ．まとめ

　高齢者は地味な色彩を好むと思われがぢであるが 、

高齢者の色彩の 印象評価に つ いて検討 した結果、概

ね以下の ことがわか っ た 。

D 高齢者の 色識別能力は光源の 光色や机上面照度と

　 関係する こ とが確認された 。

2）高齢者が色彩か ら受 ける 暖か さ感 は色相 だけ で は

　 なく明度に影響されてお り、明度の 低い色を暖か

　 く感 じる傾向がみられた 。

3）高齢者の 評価実験の 結果 か ら、暖か さ と 柔 ら か さ

　 には逆相関がみ られ、寒色を涼 しく柔 らか い イメ

　
ー

ジ、暖色 を暖か く固いイメ
ー

ジととらえる傾向

　 がみ られた。

4）高齢者と若齢者の色彩に対す るイメ
ージは色彩に

　 よ っ て そのイメ
ー

ジの差が異なるが、明度の 高い

　 色は比較的イメ
ー

ジの 差が少ない。

5）無彩色は、高齢者と若齢者でイメ
ージの差が大き

　 く、特に活動性 へ の 評価の差が大きい。

6）高齢者には比較的明度の 高い B、PB系の 色彩が好

　 まれる 。

7）エ ラ
ー

ス コ ア の 高 い グル
ー

プほど色 の 価値 に 対す

　 る評価へ の個人差が大き い傾向がみ られ、色識別

　 能力 が色彩 のイメ ージ に関係 して い る ことが明 ら

　 かとな っ た。

　本研究で取り上げた色彩は限定されてい るが、興

味深 い 知見が得 られた と確信する。

　また 、福多 らの 実空間を用いた実験
14 ）

で も設定 さ
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れた色彩 は少な い が、高齢者は若齢者よ D も、B系の
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